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般
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議　
員　
寄
附
を
受
け
た
み

ち
の
く
銀
行
旧
稲
生
町
支
店

跡
地
の
中
心
市
街
地
活
性
化

に
向
け
た
具
体
的
な
活
用
の

検
討
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

市　

長　

今
後
、
市
民
を
対

象
に
意
見
交
換
会
を
開
催
し
、

活
用
に
関
す
る
ア
イ
デ
ア
や

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す

る
意
見
を
伺
う
予
定
で
す
。

ま
た
公
募
を
含
む
検
討
委
員

会
を
設
置
し
、
九
月
を
目
途

に
活
用
方
法
を
取
り
ま
と
め
、

十
二
月
末
ま
で
に
活
用
方
針

を
決
定
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、

平
成
三
十
年
三
月
ま
で
に
次

期
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本

計
画
素
案
を
策
定
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

議　
員　
中
心
市
街
地
へ
の

回
遊
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め

に
、
旧
国
道
四
号
と
大
学
通

り
が
交
わ
る
交
差
点
の
渋
滞

緩
和
策
の
検
討
を
要
望
す
る
。

議　
員　
若
葉
公
園
西
側
市

有
地
に（
仮
称
）屋
内
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
建
設
す
る
予
定
と
な
っ

て
い
る
が
、駐
車
場
対
策
は
。

教
育
部
長　

予
定
地
内
の
ほ

か
、
公
園
と
の
間
に
あ
る
市

道
や
北
側
の
医
師
住
宅
、
公

園
北
側
の
防
風
林
な
ど
も
視

野
に
入
れ
、
十
分
な
広
さ
が

確
保
で
き
る
よ
う
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議　
員　
中
央
病
院
の
昨
年

度
の
決
算
見
込
み
は
。

病
院
事
務
局
長　

約
八
億
九

千
九
百
万
円
、
現
金
ベ
ー
ス

で
は
約
三
億
五
千
二
百
万
円

の
赤
字
と
な
り
不
良
債
務
も

発
生
す
る
見
込
み
で
す
。
一

般
病
床
の
利
用
率
は
七
〇
・

二
％
で
一
日
平
均
入
院
患
者

数
は
二
百
二
十
八
人
で
し
た
。

要
因
は
、
医
師
数
の
減
少
が

大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

議　
員　
今
年
度
の
見
通
し

と
四
、
五
月
の
状
況
は
。

病
院
事
務
局
長　

今
年
度
は

一
日
平
均
入
院
患
者
数
二
百

六
十
人
、病
床
利
用
率
八

〇
％
と
し
、医
療
機
器
の
購
入

等
の
費
用
を
抑
え
現
金
ベ
ー

ス
で
の
黒
字
予
算
と
し
て
い

ま
す
。現
在
の
病
床
利
用
率
の

状
況
は
、四
月
は
七
二
・
二
％

で
し
た
が
五
月
は
八
〇・七
％

と
な
り
、目
標
を
達
成
で
き
た

こ
と
は
好
材
料
と
考
え
て
い

ま
す
。第
一
四
半
期
の
収
支
状

況
を
も
と
に
今
後
の
見
通
し

を
立
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議　
員　
都
道
府
県
に
よ
る

米
等
の
優
良
品
種
の
開
発
を

奨
励
し
、食
糧
供
給
と
農
業
者

所
得
の
安
定
を
図
っ
て
い
た

「
主
要
農
作
物
種
子
法
」廃
止

に
よ
る
、市
農
業
へ
の
影
響
は
。

市　

長　

種
子
法
の
廃
止
に

は
、多
く
の
不
安
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
が
、種
子
の
国
内
自

給
の
確
保
や
食
料
安
全
保
障

が
脅
か
さ
れ
な
い
よ
う
に
附

帯
決
議
が
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
で
は
、特
に
米
の
品
種
開
発

に
つ
い
て
は
、今
後
も
継
続
す

る
意
向
が
あ
る
た
め
、当
面

は
従
来
ど
お
り
の
体
制
で
推

移
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

議　
員　
種
子
法
の
廃
止
は
、

当
市
の
食
と
農
の
推
進
条
例

で
掲
げ
て
い
る「
安
全
で
安

心
な
農
産
物
等
の
安
定
的
な

生
産
及
び
供
給
に
関
す
る
こ

と
」に
反
し
な
い
か
。

農
林
部
長　

附
帯
決
議
に
は
、

「
主
要
農
作
物
種
子
が
引
き

続
き
国
外
へ
流
出
す
る
こ
と

な
く
、適
正
な
価
格
で
国
内

生
産
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
」

と
あ
り
、直
ち
に
条
例
に
反

す
る
と
い
う
状
況
に
は
至
っ

て
い
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議　
員　
広
報
六
月
号
に
、

「
ご
み
排
出
量
を
一
人
一
日
当

た
り
百
グ
ラ
ム
減
ら
す
と
年

間
約
七
千
万
円
の
処
理
費
用

削
減
に
つ
な
が
る
」と
あ
る

が
、そ
の
算
定
根
拠
は
。

民
生
部
長　

十
和
田
地
域
広

域
事
務
組
合
で
公
表
し
て
い

る
平
成
二
十
七
年
度
の
一
キ

ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
の
ご
み
処

理
費
用
三
十
二
・一
円
に
、一

年
間
の
減
量
数
で
あ
る
二
千

二
百
六
十
三
ト
ン（
人
口
六

万
二
千
人×

百
グ
ラ
ム×

三

百
六
十
五
日
）を
掛
け
る
と

約
七
千
万
円
と
な
り
ま
す
。

議　
員　
ご
み
の
減
量
化
推

進
の
た
め
、資
源
集
団
回
収

に
よ
る
奨
励
金
を
一
キ
ロ
グ

ラ
ム
当
た
り
三
円
か
ら
五
円

に
上
げ
る
べ
き
だ
と
考
え
る

が
、市
の
考
え
は
。

民
生
部
長　

他
市
町
村
で
は
、

奨
励
金
の
増
額
で
回
収
量
の

増
加
に
つ
な
が
っ
た
事
例
も

あ
る
の
で
、今
後
調
査
研
究

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

山　端　　博
（かけはし）

久 慈　年 和
（市民連合クラブ）
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みち銀旧稲生町支店前

リサイクル推進で、ごみ減量化を

み
ち
銀
旧
稲
生
町
支
店

　
　
　
　
　
　
　
活
用
の
検
討
は

今
年
中
に
活
用
方
針
を
決
め
る

当面は従来どおりの体制で
　　　　　　推移すると考える

種子法廃止による
　　当市農業への影響は


